
一般行政職職員給与 佐倉市 千葉県 国
平均給与月額（円） 450,216 429,810 413,983
平均年令（歳） 43.1 43.1 43.0
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１頁 原発と特定秘密保護法

市議会一般質問より
オンブズマンとは

２頁 11月議会概要
佐倉市の市営霊園の問題

今
、

全
国

各
地
で

日
本

に
原
発

が

「
必
要
な
人
」
と
「
不
要
な
人
」
が
争
っ

て
い
ま
す
。
原
発
の
要
不
要
は
政
治
問

題
に
な
り
、
３
年
前
の
原
発
事
故
も
あ

り
、
そ
れ
は
投
票
箱
で
決
め
る
も
の
に

な
り
、
投
票
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
下
の
「
墨
塗
り
文
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
国
の
原

子
力
規
制
庁
に
情
報
開
示
請
求
を
し
て

得
た
情
報
（
文
書
）
で
す
。
連
続
運
転

検
査
記
録
、
熱
平
衡
線
図
な
ど
原
発
の

安
全
性
を
把
握
し
よ
う
と
請
求
し
た
書

類
で
す
が
、
秘
密
扱
い
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
原
発
製
造
者
の
情
報
で
あ

り
公
開

で
き

な
い
と

の
理

由
で
す

。

「
連
続
運
転
検
査
記
録
」
は
、
本
運
転

前
の
試
験
運
転
の
記
録
で
あ
り
、
建
設

当
初
の
原
発
の
運
転
状
態
を
把
握
で
き

ま
す
が
秘
密
に
さ
れ
、
運
転
当
初
の
安

全
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
未
使
用
や
使
用
途
中
の
核
燃

料
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
核
燃
料
は
そ
れ

を
使
用
す
る
と
、
核
廃
棄
物
が
発
生
し

て
、
毒
性
が
大
き
く
増
し
ま
す
。
こ
れ

が
、
再
稼
働
反
対
の
理
由
で
す
。
そ
し

て
、
10
万
年
も
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
核
廃
棄
物
を
更
に
増
や
す
こ
と
は
、

確
か
に
国
の
存
亡
に
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
秘
密
保
護
法
が
12
月

6

日
に

成
立
し

ま
し
た

。
こ

の
法
は

、

「
国
が
指
定
し
た
秘
密
を
漏
ら
し
た
り
、

漏
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
に
罰
則
を
課
す
」

も
の
で
す
。
何
が
秘
密
か
が
秘
密
で
す

の
で
、
罰
則
を
課
さ
れ
た
人
は
、
自
分

の
何
が
罰
則
に
当
る
の
か
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
、
根

源

的

な

問

題

に

な

っ

て
い
ま
す
。

こ

れ

と

原

発

問

題

を

絡

め

て

考

え

ま

す

と

、

「

テ

ロ

の

防

止

の
た
め
、
原

発
の
安
全
性

は
秘
密
扱
い

に
さ
れ
、
原

発
の
安
全
性

を
把
握
し
よ

う
と
す
る
と

罰
せ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
。

日
本
を
攻
撃

す
る
国
は
、

ま
ず
、
原
発

を
攻
撃
す
る

可
能
性
が
あ

る
か
ら
で
す
。

原
発
と
秘
密
保
護
法

福一２号基 熱平衡線図 福一２号基 連続運転検査記録大飯原発 熱平衡線図

上
ノ
山
博
夫
一
般
質
問
よ
り

問

国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
平

均
７
．
８
％
の
給
与
削
減
に
佐
倉

市
は
ま
だ
応
じ
て
い
な
い
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
？

市
答
弁

市
長
就
任
以
来
、
職
員

数
削
減
や
累
計
約

49
億
円
の
給

与
削
減
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に

国
に
先
駆
け
て
特
別
職
等
の
２
年

間
の
減
額
も
実
施
し
て
い
る
。
地

方
公
務
員
給
与
は
各
自
治
体
が
決

め
る
も
の
で
あ
る
の
で
国
の
要
請

に
は
応
じ
な
い
方
向
で
あ
る
。

（
上
ノ
山
意
見
）
国
の
調
査
に
は
、

「
検
討
中
」
と
答
え
て
お
き
な
が

ら
、
国
の
要
請
に
は
応
じ
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
給
与
削
減
を
行
っ

て
き
た
の
は
、
給
与
が
高
す
ぎ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
由
に
要

請
に
は
応
じ
な
い
と
の
発
言
で
は
、

市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
。

問

職
員
給
与
等
審
議
会
の
よ
う

な
外
部
機
関
を
作
り
、
適
正
な
給

与
の
調
査
を
し
、
市
民
が
納
得
す

る
給
与
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
答
弁

職
員
給
与
に
つ
い
て
は

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
改

正
を
実
施
し
て
い
る
の
で
外
部
機

関
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

（
上
ノ
山
意
見
）
佐
倉
市
は
、
県

人
事
委
員
会
の
佐
倉
市
に
対
す
る

判
断
よ
り
、
高
い
地
域
手
当
を
支

給
し
て
い
る
。
通
勤
費
も
高
い
。

こ
の
様
に
、
県
人
事
委
員
会
の
判

断
と
異
な
る
高
い
給
与
を
支
給
し

て
お
り
、
問
題
で
あ
る
。
職
員
給

与
等
審
議
会
の
よ
う
な
外
部
機
関

が
必
要
で
あ
る
。
市
長
部
局
で
無

理
な
ら
、
議
会
で
作
る
の
が
良
い
。

国
税
庁
の
調
べ
で
は
、
民
間
給

与
平
均
４
０
８
万
円
。
佐
倉
市
職

員
給
与
平
均
は
６
２
７
万
円
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
差
が
あ

る
。市

民
が
納
得
出
来
な
い
給
与
体

系
で
あ
り
、
そ
れ
が
税
金
で
賄
わ

れ
て
い
る
。
批
判
も
疑
問
も
出
て

く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

12
月

15
日
の
広
報
佐
倉
を
見

る
と
、
「
表
」
の
よ
う

に
佐
倉

市
と

県
、

国
の
給

与
比

較
で

は
佐
倉
市
が
高
い
。

年
齢
は

ほ
ぼ

同
じ

で
あ
る

が
、

手
当

を
含
め

た
給

与
は

佐
倉
市

が
一

番
高

い
。給

与
は
各
自
治
体

が
決
め

る
も

の
と

言
っ
て

い
る

が
、

恣
意
的

に
決

め
て

は
な
ら

な
い

。
佐

倉
市
の

給
与

を
調

査
す
る

機
関

が
必

要
で
あ

る
。

そ
れ

が
無
い

と
、

市
長

と
職
員

組
合

の
話

で
決
ま
り
や
す
い
。

財
政
難
は
、
災
害
対
策
、
教
育

費
、
子
ど
も
の
通
学
路
の
整
備
、

高
齢
化
対
策
、
施
設
の
老
朽
化
な

ど
各
所
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

職
員
給
与
も
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問

千
葉
、
船
橋
等
多
く
の
県

内
自
治
体
が
市
営
霊
園
を
運
営
し

て
い
る
。
佐
倉
市
で
も
市
民
が
利

用
し
や
す
い
霊
園
を
作
れ
ば
、
市

民
に
も
喜
ば
れ
、
ま
た
、
選
ば
れ

る
佐
倉
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
ど
う
考
え

る
か
。

市
答
弁

平
成
19
年
に
は
利
用

可
能
区
画
が
民
間
で
約
１
９
０

０
基
、
現
在
は
約
２
４
０
０
基

と
な
っ
て
お
り
、
需
要
に
見
合
っ

た
供
給
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
の
で
市
営
霊
園
建
設
計
画

は
な
い
。

（
上
ノ
山
意
見
）
そ
れ
ら
は
民

営
な
の
で
当
然
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
約
半
分
程
度
の
費
用
で

利
用
で
き
る
市
営
霊
園
は
他
市

同
様
福
祉
目
的
と
し
て
も
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
裏
面

も
参
照
く
だ
さ
い
）

佐倉市職員給与（2013年12月15日のこうほう佐倉より）

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政

の適正運用、人権保護のた

めに行動する人」です。

各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。

原
発
が
必
要
な
人
と

不
要
な
人

原
発
の
情
報
公
開
の
現
実

特
定
秘
密
保
護
法

国
に
は
職
員
給
与

削
減
検
討
中
と
報
告

佐
倉
市
に
は
な
ぜ

市
営
霊
園
が
無
い
の
か

職
員
給
与
を
調
査
す
る

機
関
が
必
要
だ

原
発
利
用
で

生
き
延
び
ら
れ
る
か



会 派 人 数 各 会 派 所 属 議 員

さ く ら 会 12

為 田 　 橋 岡 　 井 原 　 石 渡
川 名 部 （ 議 長 ） 　 櫻 井
山 口 　 清 宮 　 押 尾 　 中 村
桐 生 　 望 月

公 明 党 5
久 野 　 小 須 田 　 柏 木 　 岡
村 ｛ 副 議 長 ） 　 森 野

市 民 ネ ッ ト
ワ ー ク 3 大 野 　 伊 藤 　 五 十 嵐

み ん な の 党 2 岩 井 　 村 田

無 会 派 5

① 民 主 党 高 木 　 ② 共 産 党
萩 原 　 ③ 新 社 会 党 冨 塚

④ 松 原 　 　 佐 倉 市 民 オ ン
ブ ズ マ ン 上 ノ 山

11月議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×　欠席－

主な議案

Ｈ２５年度一般会計補正予算

草ぶえの丘　指定管理者の指定

おはやし館　指定管理者の指定

消費税の軽減税率を求める

特定秘密保護法反対の意見書３件

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

み
ん
な
の
党

①
民
主
党

市
民
ネ
ッ
ト

②
共
産
党

③
新
社
会
党

④
松
原

○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

○ × ○ ○ × × ○ × ○ ○

× × × × × ○ ○ ○ × ○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

× ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

　　市営墓地調査 墓地数 永代使用料 管理料 備考
自治体 開始年 基 万円/約4㎡ 円/年
千葉市 S47～ 38000 62.5 4800
市川市 S37～ 15000 133 2800 点在化を防ぐ
船橋市 S26～ 21000 108 3780 福祉目的
松戸市 S63～ 6800 30～45 5040
野田市 無し 0
成田市 S52～ 4000 41～45 3360
佐倉市 無し 0
習志野市 S57～ 7500 68 4710 福祉目的
柏市 無し 0
八千代市 H22～ 1300 54 5040 1900の合同葬もあり

浦安市 H4～ 6000 45（30年間） 5350 将来14000基へ。故里
のより所として。

四街道市 S58～ 3500 71 約5000 福祉目的
八街市 無し 0
印西市 H21～ 将来4900基へ
白井市 H21～ 印西との共同事業

1800 32.5 5040
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11
月
議
会
の
議
案
か
ら

①
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約

1
千

740
万
円
の
増
額
補
正
で
補
正
後

予
算
額
は
約
459
億
円
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等
へ

の
繰
り
出
し
経
費
約
６
千
万
円

は
後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
の

増
加
に
伴
う
繰
り
出
し
金
の
増

加
で
あ
り
、
介
護
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
経
費
約
７
千

8
百
万
円
は
介
護
給
付
費
の
増

加
に
伴
う
繰
り
出
し
金
の
増
加
。

精
神
障
害
者
福
祉
事
業
380

万
円
は
入
院
助
成
等
の
増

加
に
よ
る
不
足
分
見
込
み

を
増
額
。
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
等
助
成
事
業
約

180
万
円
は
ひ
と
り
親
家
庭

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
の
不
足
分
増
額
。
こ
の

よ
う
に
民
生
費
に
お
け
る

支
援
の
た
め
の
必
要

額
増
加
が
目
立
っ
て

い
る
。

粗
大
ご
み
収
集
運

搬
委
託
料
約

3
千
４

百
万
円
の
入
札
執
行

の
減
額
補
正
は
大
き

な
残
で
あ
り
「
低
入

札
」
と
言
え
る
。
し

か
し
、
入
札
予
定
価

格
の
単
価
の
決
め
方

も
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
や
カ
ー
ナ
ビ
、
携
帯
電

話
の
普
及
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

地
図
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

②
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」

本
条
例
は
可
決
さ
れ
た
が
次

の
問
題
点
が
あ
る
。
こ
こ
に
定

め
る
携
帯
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
の
集
積

所
収
集
は
危
険
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
個
人
情
報
を
大
量
に
含
む

も
の
で
あ
り
、
持
ち
去
り
の
恐

れ
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
市
役
所
や
各
出
張

所
な
ど
監
視
の
目
の
あ
る
場
で

の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
収
集
と
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
べ
き
で
あ

る
。
他
自
治
体
で
も
そ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｘ
収
集
が
増

え
て
い
る
。

ビ
ン
、
缶
も
集
積
所
収
集
と

さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
テ
ナ
、

網
袋
収
集
へ
の
変
更
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
長
期
的
な
市
民

の
経
済
性
、
利
便
性
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

③
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」

6
件
の
う
ち
草
ぶ
え
の
丘
以

外
は
現
指
定
管
理
者
が
継
続
と

な
っ
た
。
管
理
者
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
の
次
管
理
者
へ
の
引
き

継
ぎ
、
職
員
の
雇
用
、
人
材
育

成
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
委

員
が
わ
ず
か
5
名
で
あ
り
、

そ
の
少
人
数
の
意
見
で
状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま

う
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

④
議
員
提
出
議
案
「
特
定
秘
密

保
護
法
に
反
対
す
る
意
見
書
」

（
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
提
出
）

こ
の
法
は
国
民
か
ら
物
事
を

知
る
権
利
を
奪
い
、
信
頼
し
あ

う
社
会
か
ら
疑
心
暗
鬼
の
社
会

に
し
、
密
告
を
推
進
す
る
社
会

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
た

ち
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
で

あ
る
「
原
発
問
題
」
等
も
秘
密

に
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
私

た
ち
の
生
活
を
破
壊
す
る
こ
の

よ
う
な
危
険
極
ま
り
な
い
特
定

秘
密
保
護
法
案
の
制
定
に
は
強

く
反
対
す
る
。
他
に
同
趣
旨
の

意
見
書
が
２
件
提
出
さ
れ
た
が

3
件
と
も
否
決
さ
れ
た
。

-２-
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トピックス

11
月
定
例
会
概
要

市
長
提
出
議
案
は
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
増
額
は
給
与
改
定
等

に
伴
う
職
員
人
件
費
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
等
へ
の
繰
り
出
し
経
費
、

台
風
26
号
で
の
災
害
復
旧
経
費
等
）
、
平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
改
正
に
伴

う
市
民
体
育
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
等
の
使
用
料
等
の
改
正
、
若
年
層
一
般
職
員
の

給
料
表
の
引
上
条
例
改
正
、
ビ
ン
、
缶
、
金
属
類
、
小
型
家
電
の
集
積
所
か
ら

の
持
ち
去
り
禁
止
と
罰
金
を
科
す
条
例
改
正
、
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
ほ
か
5
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
30
議
案
。

議
員
提
出
議
案
は
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
に
反
対
す
る
意
見
書
3
件
（
否

決
）
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
を
求
め
る
意
見
書
（
可
決
）
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
（
全
員
賛
成
）
な
ど
計
6
件
（
可
決
3
件
、

否
決
3
件
）
。

私
達
の
生
活
に
、
墓
地

は
必
要
な
も
の
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
最
近
は
、
散

骨
で
良
い
と
言
う
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
し
っ
か

り
と
墓
地
を
作
り
、
自
分

の
人
生
を
刻
ん
で
お
き
た

い
と
思
う
方
も
多
い
は
ず

で
す
。

厚
生
労
働
省
の
指
針
で

は
「
墓
地
経
営
主
体
は
、

市
町
村
等
の
地
方
公
共
団

体
が
原
則
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
が
た
い
事
情
が
あ
っ

て
も
宗
教
法
人
又
は
公
益

法
人
等
に
限
ら
れ
る
こ
と
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

墓
地
の
認
可
は
市
へ
移

管
さ
れ
、
自
治
体
に
よ
る

霊
園
経
営
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
多
く
の
市

で
市
営
霊
園
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト

は
、
福
祉
、
都
市
計
画
、

市
民
の
要
望
な
ど
で
す

市
営
霊
園
に
つ
き
、
電

話
で
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
し
た
の
で
「
表
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。

残
念
な
が
ら
、
佐
倉
市

は
市
営
霊
園
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
理
由
は
、
「
民

間
の
墓
地
が
あ
り
数
が
足

り
て
い
る
」
と
こ
れ
ま
で

発
言
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
市
民
の
終
の

住
処
」
と
言
え
る
墓
地
を

準
備
す
る
こ
と
は
、
厚
労

省
の
指
針
（
墓
地
経
営
主

体
は
市
町
村
が
原
則
）
に

よ
ら
ず
と
も
、
地
方
自
治

体
の
責
務
と
思
え
ま
す
。

市
民
の
方
々
に
は
、
既

に
墓
地
を
手
配
済
み
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
市
営
霊
園
は
全

て
の
方
に
必
須
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
地
方
自
治
体

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

と
、
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

民
間
墓
地
は
高
価
な
の

で
、
地
方
公
共
団
体
が
身

近
な
墓
地
を
作
れ
ば
こ
れ

か
ら
居
を
構
え
る
方
々
に

と
っ
て
も
心
強
い
で
し
ょ

う
。市

議
会
の
一
般
質
問
で

は
「
市
営
霊
園
に
つ
い
て

は
、
数
が
間
に
合
っ
て
い

る
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
市
長
が
経

営
し
て
い
る
蕨
（
わ
ら
び
）

産
業
と
い
う
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
日
本

の
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

今
後
の
お
墓
不
足
は
必
至

で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

市
の
発
言
と
食
い
違
っ
て

い
ま
す
。
市
長
は
こ
の
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

市
長
が
霊

園
を
経
営
し
て
い
る
佐
倉

市
に
と
っ
て
は
、
市
営
霊

園
は
不
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？

県
内
市
営
霊
園
の
現
状

佐
倉
市
の
市
営
霊
園

市
長
の
霊
園
経
営


